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クリーニング業は国民生活に密着した営業であり、不特定多数の者が利用する機会の多い業種である。

新型インフルエンザが発生した場合、感染した利用者の着用した衣服や寝具類等を取り扱う可能性もあ

ることから、クリーニング業でも危機管理体制を明確にしておく必要がある。

新型インフルエンザ対策については、財団法人全国生活衛生営業指導センターで作成した生活衛生営業

者向けのパンフレット「みんなでできる新型インフルエンザ対策」を本誌平成21年２月号に掲載した

ところである。

今回は新型インフルエンザが発生した場合、クリーニング店はどのような対策や行動をとるべきか等に

ついて紹介する。

行動計画

クリーニング業者のための

新型インフルエンザ
クリーニング業者のための

新型インフルエンザ

は
じ
め
に

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
な
大

流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
関
係

省
庁
対
策
会
議
で
検
討
さ
れ
、「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
や
「
行
動
計
画
」
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
構
築
す

る
た
め
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
公
衆
衛
生
に

関
す
る
研
究
委
員
会
（
委
員
長
：
高
田
勗

北
里
大
学
名
誉
教
授
）
で
検
討
を
進
め
た

結
果
の
概
要
を
報
告
す
る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

行
動
計
画

　
〜
危
機
管
理
体
制
の
明
確
化

　
　
　
　
　
　
　
　（
意
志
決
定
方
法
）〜

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者
（
以
下
、
事
業

者
）
に
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
事

業
者
自
身
は
も
と
よ
り
、
従
業
員
・
パ
ー

ト
等
（
以
下
、
従
業
員
等
）
な
ら
び
に
そ

の
家
族
の
感
染
防
止
が
最
優
先
で
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
早
め
早
め
に
対

応
す
る
こ
と
が
、感
染
の
拡
大
を
防
止
し
、

従
業
員
等
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
重

要
で
あ
る
。

　

事
業
者
は
各
自
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の

経
営
形
態
を
考
慮
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
生
前
に
、
発
生
し
た
場
合
を

想
定
し
て
行
動
計
画
を
作
成
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）

し
た
場
合
、
事
業
を
継
続
す
る
の
か
否
か

の
迅
速
な
判
断
が
重
要
と
な
る
（
図
１
）。

⑴ 

事
業
活
動
へ
の
対
応

①
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
行
動
計
画
の
作

成
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
者
が
率
先
し

て
各
担
当
責
任
者
ま
た
は
従
業
員
を
交

え
て
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
は
社
会
機
能
維
持

（
例
え
ば
、医
療
従
事
者
、治
安
維
持
者
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
者
等
）
に
必
要
な

事
業
と
位
置
付
け
る
か
、
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
事
業
活
動
を
自
粛
す
る
事
業

と
位
置
付
け
る
か
。

③
事
業
者
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発

症
し
た
場
合
、
事
業
活
動
を
継
続
す
る

の
か
否
か
。

④
事
業
者
に
替
わ
る
代
理
の
責
任
者
が
い

る
の
か
否
か
。

⑤
従
業
員
等
や
家
族
等
が
発
症
し
た
場
合
、

出
勤
、
連
絡
、
医
療
機
関
受
診
等
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
等
。

⑵ 

感
染
予
防
へ
の
対
応

　

流
行
の
地
域
や
流
行
の
規
模
に
よ
り
感

染
の
リ
ス
ク
を
想
定
し
、
我
が
国
に
お
け

る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
段
階
の
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区
分
（
表
１
）
に
基
づ
き
、
発
生
段
階
ご

と
の
対
策
を
樹
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
我

が
国
で
は
、
現
状
、
前
段
階
（
未
発
生
期
）

で
あ
る
。

①
前
段
階
（
未
発
生
期
）
～
第
一
段
階
（
海

外
発
生
期
）

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
策
と
し

て
必
要
不
可
欠
な
個
人
の
感
染
予
防
行
動

の
習
慣
化
や
、
発
生
後
は
入
手
困
難
に
な

る
必
要
備
品
の
備
蓄
を
行
い
、
同
時
に
、

発
生
後
に
従
業
員
等
に
パ
ニ
ッ
ク
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
第
二
段
階
（
国
内
発
生
早
期
）

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
で
の
感
染
者
の
早
期

発
見
に
重
点
を
お
く
。

◦
事
業
者
・
従
業
員
等
お
よ
び
そ
の
同
居

家
族
に
つ
い
て
、
毎
朝
の
検
温
を
義
務

化
し
、
38
℃
以
上
の
発
熱
、
咳
、
全
身

倦
怠
感
等
が
あ
る
場
合
は
、
仕
事
（
出

勤
）
を
見
合
わ
せ
る
（
図
２
）。
発
熱

者
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
が
指
定
す
る

発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
、
医
療

機
関
等
受
診
可
能
施
設
で
受
診
し
、
医

師
に
よ
り
他
者
へ
の
感
染
の
可
能
性
が

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
仕
事
を

見
合
わ
せ
る
。
な
お
、
発
熱
し
た
場
合

の
職
場
へ
の
連
絡
に
つ
い
て
は
、
電
話

に
よ
る
連
絡
の
ほ
か
、
連
絡
方
法
を
話

し
合
っ
て
お
く
。

◦
手
で
顔
を
触
ら
な
い
こ
と
（
接
触
感
染

は　い

継続する

あなた（＝事業者）は、近隣等
で新型インフルエンザが流行し
た場合、事業を自粛しますか、
継続しますか。

自 粛 す る

臨 時 休 業 事 業 継 続

臨 時休業事業継続

あなたは発症していますか あなたは発症していますか

いいえは　い

いいえ

は　い いいえ

は　い

いいえ

いいえ

は　い

代替の責任者はいますか

補助要員は確保できますか

従業員は十分にいますか

新型インフルエンザが
流行した場合の事業者の判断

図１　

前　段　階（未発生期）

第 一 段 階（海外発生期）

第 二 段 階（国内発生早期）

第 三 段 階

 感染拡大期

 ま ん 延 期

 回　復　期

第 四 段 階（小康期）

発生段階 状　　　　態

新型インフルエンザが発生していない状態

海外で新型インフルエンザが発生した状態

国内で新型インフルエンザが発生した状態

国内で、患者の接触歴が疫学調査で追えなくなった事例が生じた状態

各都道府県において、入院措置等による感染拡大防止効果が期待され
る状態

各都道府県において、入院措置等による感染拡大防止効果が十分に得
られなくなった状態

各都道府県において、ピ－クを越えたと判断できる状態

患者の発生が減少し、低い水準でとどまっている状態

我が国における新型インフルエンザの発生段階の区分　表１

各
都
道
府
県
の
判
断

資料：新型インフルエンザ及び鳥インフルエンザに関する関係省庁対策会議　平成21年２月１７日

行動計画

クリーニング業者のための

新型インフルエンザ
クリーニング業者のための

新型インフルエンザ

を
避
け
る
た
め
）。
職
場
で
の
欠
勤
者

の
把
握
、
従
業
員
な
ど
の
通
勤
方
法
の

変
更
、
取
引
業
者
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
）
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
内
へ
の
立
入

制
限
な
ど
。

③
第
三
段
階
（
感
染
拡
大
期
、ま
ん
延
期
、

回
復
期
）

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
内
で
の
感
染
拡
大
の

防
止
に
重
点
を
お
く
。

◦
事
業
継
続
を
実
施
す
る
の
か
、
事
業
自

粛
（
そ
の
事
業
を
２
週
間
程
度
、
臨
時

休
業
）
を
す
る
の
か
、
危
機
管
理
体
制

の
行
動
計
画
に
明
記
し
て
お
く
。

◦
事
前
に
ど
の
よ
う
な
状
況
で
事
業
所
を

臨
時
休
業
す
べ
き
か
を
検
討
す
る
。

◦
原
則
は
在
宅
待
機
と
す
る
。
事
業
継
続

を
実
施
す
る
場
合
に
は
人
員
計
画
を
作

成
す
る
。

④
第
四
段
階
（
小
康
期
）

　

社
会
・
経
済
機
能
の
回
復
を
図
り
、
第

三
段
階
ま
で
に
実
施
し
た
対
策
に
つ
い
て

評
価
を
行
い
、
次
の
流
行
の
波
に
備
え
た

対
策
を
検
討
し
、
実
施
す
る
。

カ
ウ
ン
タ
ー
等
で
の

受
付
・
返
却
な
ど
へ
の
対
応

　

感
染
発
熱
し
た
事
業
者
や
従
業
員
な
ど

は
カ
ウ
ン
タ
ー
受
付
や
集
配
や
配
達
（
外

交
）
な
ど
で
対
応
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
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事業者・従業員等、その同居家族等は毎日、検温する

カウンター業務 集配等の外交業務

対応しない 対応する 外交に行く 外交に行かない

医師の指示に従う 解熱後、出勤可 出勤禁止と自宅待機 出勤可

実際には利用者の感染状況の把握はむずかしいため、「うつされないため」に事業者・従業員
等はマスクを着用する。洗濯物を取り扱った後には、手指の洗浄・消毒・うがい等を励行する

事業者・従業員等が
38℃未満の発熱

事業者・従業員等が
38℃以上の高熱

事業者や従業員は医療機関
で診断※

利用者が感染・
発熱している

利用者が感染・
発熱していない

訪問先に感染・
発熱者がいない

訪問先に感染・
発熱者がいる

同居の家族等は医療機関で
診断※

事業者・従業員等の同居
家族等が 38℃以上の高熱

事業者・従業員等の同居
家族等が 38℃未満の発熱

陰　性陽　性陰　性陽　性

※第2段階（国内発生早期）では検査が可能と推測されるが、第3段階（感染拡大期等）では全ての発熱者等の検査は不可能と
なることから、症状だけの判断になると推測される。

事業者・従業員等や同居家族等が発熱した場合の判断図２

新型インフルエンザが流行した場合のクリーニング所等や外交の判断図 3

事業者や従業員等のカウンター受付や
外交、出勤等禁止

事業者や従業員等のカウンター受付や
外交、出勤等禁止

顧
客
が
感
染
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
た

め
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
顧
客
が
持
参
し
た
衣

料
を
受
取
る
際
の
チ
ェ
ッ
ク
や
返
却
時
の

チ
ェ
ッ
ク
、
外
交
の
際
に
顧
客
と
接
す
る

た
め
、
飛
沫
感
染
を
避
け
る
た
め
に
、
２

ｍ
以
内
に
な
る
べ
く
近
づ
か
な
い
こ
と
を

基
本
と
す
る
（
図
３
）。
し
か
し
、
現
実

的
に
は
難
し
い
た
め
、
不
織
布
製
マ
ス
ク

の
着
用
が
必
要
で
あ
る
。
明
ら
か
に
、
発

熱
し
た
顧
客
に
対
し
て
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
所
へ
の
立
入
り
を
禁
止
す
る
。

　

一
方
、
持
ち
込
ま
れ
た
洗
濯
物
に
、
顧

客
等
の
排
泄
物
等
が
付
着
し
て
い
る
危
険

性
が
あ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
た

め
、
洗
濯
物
を
取
り
扱
っ
た
直
後
に
は
、
手

指
等
を
石
け
ん
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
製

剤
等
を
用
い
て
十
分
に
洗
浄
・
消
毒
す
る
。

情
報
の
収
集
と
共
有
体
制
の
整
備

　

発
生
時
の
正
し
い
情
報
を
、
所
轄
の
保

健
所
、
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機

関
等
、
所
属
の
組
合
や
全
国
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
、ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
報
道
等
よ
り
継
続
し
て
入
手
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
従
業
員
等
へ
の

情
報
提
供
・
普
及
啓
発
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

対
応
し
た
事
業
継
続
方
針
の
作
成

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
時
に
お

け
る
事
業
継
続
に
係
る
基
本
的
な
方
針
を

作
成
す
る
。ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
に
お
い
て
、

事
業
継
続
を
ど
の
程
度
行
う
か
に
つ
い
て

の
決
定
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者
、
従

業
員
等
や
利
用
者
等
の
感
染
予
防
策
の
実

施
を
前
提
と
し
て
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業

者
自
ら
の
経
営
判
断
と
し
て
行
わ
れ
る
。

教
育
・
訓
練

　

事
業
者
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関

す
る
正
し
い
知
識
（
p
19
参
照
）
を
習

得
し
、
従
業
員
等
へ
の
周
知
に
努
め
る
。

現
時
点
か
ら
始
め
る
べ
き
感
染
予
防
策
を

実
践
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

最
後
に

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行
へ
の
対

策
は
、「
う
つ
さ
れ
な
い
こ
と
」
と
同
時
に
、

「
う
つ
さ
な
い
こ
と
」
が
重
要
で
あ
り
、
社

会
全
体
の
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な
が
る
。
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行動計画

クリーニング業者のための

新型インフルエンザ
クリーニング業者のための

新型インフルエンザ

新型インフルエンザの基礎知識と感染予防対策

基礎知識

感染予防対策

感染予防に必要な保護具など

新型インフルエンザとは

人から人へと容易に感染するようになっ
た、新型のインフルエンザウイルスが人
に感染して起こる疾患です｡

発生時の症状は

発生時の症状や病状の経過などは未確定
の部分が多く、発生後でないと確定しま
せんが、通常のインフルエンザでは、38℃
以上の発熱、咳、くしゃみ等の呼吸器症状、
頭痛、関節痛、全身倦怠感等です｡

潜伏期間は

潜伏期間も未確定ですが、通常のインフ
ルエンザでは２～５日間です｡

感染経路は

通常のインフルエンザと同様、飛沫感染、
接触感染が考えられています｡

治療方法は

治療方法は確立していませんが、通常の
インフルエンザに有効である抗インフル
エンザウイルス薬（タミフル、リレンザ）
が有効ではないかと期待されます｡

流行性は

新型インフルエンザは、通常のインフル
エンザに比べ、人が免疫を持っていない
ために感染性が強く、多数の人が感染し
大流行（＝パンデミック）する危険性が
予測されています｡

人との距離の保持

発病者の２ｍ以内に近づかないで下さい｡
不要不急な外出を避けて、人ごみには出
かけないことが飛沫感染予防になります
（外出時はマスクを着用）｡

手指の衛生

水と石鹸によるていねいな手洗いを
行って下さい（消毒用アルコ－ル製剤
も有効）｡

咳エチケット

有症状者はマスクを着用し、ウイルスを
含む飛沫を飛散させないように努めて下
さい｡

マスク

症状のあるヒトがマスクを着用すること
によって、咳、くしゃみによる飛沫の拡
散を防ぐことができ、感染拡大を防止で
きます｡ 市販の不織布製のマスクが購入
の対象となります｡

手袋

ゴム製の使い捨て手袋です｡ 手袋着用の
目的は、自分の手が汚れるのを防ぐため
です｡手袋を着脱した後は、直ちに流水
や消毒用アルコ－ル製剤で手を洗って下
さい｡

消毒剤

インフルエンザウイルスには次亜塩素酸
ナトリウム、消毒用エタノ－ル・イソプ
ロパノ－ルのような消毒用エタノ－ル製
剤などが有効です｡

職場の清掃・消毒

よく触れるところ（机、ドアノブ、スイッ
チなど）をふき取り清掃し、必要なら消
毒をします｡

通常のインフルエンザワクチンの接種
新型インフルエンザと通常のインフルエ
ンザの同時流行も予想されるので、通常
のインフルエンザの重症化を予防するこ
とによって、医療機関の混雑緩和につな
がり、新型インフルエンザへの医療体制
が確保されることが期待されます｡

プレパンデミックワクチンの接種

人に接種した場合、どの程度の有効性が
あるかは、新型インフルエンザが流行し
てからでないと判明しません｡


